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紀
州
の
華
岡
青
洲
は
麻
沸
散
、
一
名
通
仙
散
の
投
与
に
よ
る
全

身
麻
酔
下
に
、
多
く
の
種
類
の
手
術
を
行
っ
た
。
中
で
も
青
洲
が

最
も
熱
心
に
行
っ
た
の
は
、
乳
癌
に
対
す
る
手
術
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
全
身
麻
酔
下
の
最
初
の
手
術
が
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
十

月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
和
州
の
五
条
駅
の
藍
屋
利
兵
衛
の
母
「
か

ん
」
の
左
乳
房
癌
の
手
術
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
乳
癌
患
者
の
姓
名

を
記
し
た
「
乳
巖
姓
名
録
」
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
首

肯
さ
れ
る
。

「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は
、
異
本
が
あ
る
が
、
些
細
な
点
を
除
け
ば

基
本
的
に
違
い
は
な
い
。
そ
こ
で
、
呉
秀
三
の
著
書
『
華
岡
青
洲

先
生
と
其
外
科
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
乳
巖
姓
名
録
」
が
最
も

普
及
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
対
象
と
し
て
研
究
し
た
。

「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は
合
計
し
て
延
一
六
五
名
の
患
者
名
が
記

22

「
乳
巖
姓
名
録
」
に
現
れ
た
乳
癌
手
術
患
者

の
予
後

松
木
明
知

さ
れ
て
い
る
が
、
各
々
に
つ
い
て
、
年
月
日
、
住
所
、
名
前
、
そ

し
て
少
数
例
で
は
あ
る
が
、
再
発
や
三
発
な
ど
の
記
載
や
切
除
腫

瘍
の
重
量
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
再
発
例
が
六
人
、
三

発
例
が
二
人
い
る
の
で
患
者
数
と
し
て
は
一
五
五
人
で
あ
る
。
右

の
年
月
日
は
必
ず
し
も
手
術
日
を
指
す
の
で
は
な
く
、
初
診
日
な

い
し
入
院
日
と
思
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

「
乳
巖
姓
名
録
」
の
最
初
の
三
人
の
患
者
は
手
術
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
か
ら
、
手
術
を
受
け
た
患
者
は
計
一

五
二
人
と
な
る
。

演
者
の
長
年
の
調
査
に
よ
り
、
最
初
の
手
術
患
者
で
あ
る
五
条

駅
藍
屋
利
兵
衛
の
母
か
ん
は
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
二
月
二
十
六

日
に
死
亡
し
た
こ
と
が
、
五
条
市
講
御
堂
寺
の
過
去
帳
に
よ
っ
て

判
明
し
た
の
で
、
か
ん
の
手
術
は
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
十
月

十
三
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
定
し
、
従
来
の
定
説
を
覆
し
た
。

従
っ
て
か
ん
の
術
後
生
存
期
間
は
約
四
ヶ
月
半
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
演
者
は
青
洲
在
世
当
時
の
華
岡
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
地

蔵
寺
の
過
去
帳
を
見
い
出
し
、
そ
の
中
に
三
人
の
患
者
の
残
年
月

日
を
見
い
出
し
た
。

「
天
保
二
歳
四
月
九
日
二
来
ル
、
備
中
浅
口
郡
玉
嶋
村
爪
崎
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吉
助
妻
（
行
年
三
十
九
歳
）
」
、
「
文
政
十
二
年
九
月
晦
日
（
附
落
）
、

阿
州
名
西
郡
茂
松
村
三
木
太
妹
（
核
量
三
銭
五
厘
）
」
、
「
文

政
十
三
年
庚
寅
三
月
二
日
、
尾
州
津
島
松
原
定
碩
妻
（
行
年
三

十
四
、
核
量
九
銭
五
厘
）
」
の
三
人
で
あ
る
。
右
の
三
人
の
術
後
生

存
期
間
は
各
々
二
日
、
一
ヶ
月
と
八
日
、
一
年
一
月
九
日
で
あ
る
。

演
者
は
そ
の
後
も
鋭
意
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
の
患
者
の
残
年
月

日
を
特
定
し
た
い
と
考
え
て
調
査
し
て
い
る
が
、
「
乳
巖
姓
名
録
」

の
記
述
が
し
ば
し
ば
不
正
確
な
た
め
、
患
者
の
住
所
を
特
定
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
住
所
が
特
定
出
来
て
も
、
菩
提
寺
が

特
定
出
来
な
か
っ
た
り
、
菩
提
寺
が
特
定
出
来
て
も
過
去
帳
が
火

災
な
ど
で
焼
失
し
た
り
、
ま
た
過
去
帳
が
あ
っ
て
も
、
時
と
し
て

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
調
査
不
能
と
い
っ
た
状
況
が
あ
る
た

め
、
研
究
の
続
行
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

例
え
ば
小
豆
島
か
ら
は
三
人
の
患
者
が
青
洲
の
許
に
赴
い
て
四

回
手
術
を
受
け
た
。
演
者
は
小
豆
島
の
全
寺
院
を
調
査
し
た
が
、

い
ず
れ
の
患
者
の
残
年
月
日
を
も
特
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ

「
乳
巖
姓
名
録
」
の
中
に
は
住
職
の
妻
が
五
人
見
い
出
さ
れ
る
。

寺
院
は
時
代
の
流
れ
の
中
で
も
存
続
の
可
能
性
が
高
い
。
各
地
に

た
0

問
い
合
わ
せ
て
各
々
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
実
地
に

調
査
し
て
、
摂
州
兵
庫
尻
池
村
の
高
福
寺
（
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は

「
光
福
寺
」
と
記
載
）
住
職
の
妻
「
そ
の
」
（
文
化
十
年
二
月
二
十
日

残
）
と
勢
州
津
在
田
中
の
本
光
寺
の
内
室
（
俗
名
不
明
）
（
天
保
五
年

七
月
八
日
喪
）
の
残
年
月
日
を
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
さ
ら
に

他
に
も
調
査
し
て
新
に
三
名
の
残
年
月
日
が
判
明
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
、
死
亡
年
月
日

を
特
定
出
来
た
の
は
一
五
五
名
中
十
人
（
六
・
五
％
）
に
過
ぎ
な
い

が
、
調
査
の
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
報
告
す
る
。（

弘
前
大
学
医
学
部
）


